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国際奉仕委員会担当例会
地区大会報告
法定休会
ロータリー情報１
クラブ運営について
クリスマス家族会
年忘れ例会

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

　　　　　　　     ６名  津田，北村 , 成田（雅）, 古田　
　　　　　　　　　　 宮澤 , 佐々木各会員

０名　

１１月　５日(火）
１１月１２日(火）
１１月１９日(火）
１１月２６日(火）
１２月　３日(火）
１２月１０日(火）
１２月１７日(火）

31 名  （出席免除者１名中 0 名出席）
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NO.3036 第 13 回例会

例 会 案 内 例会案内「11 月～ 12 月」

出 席 報 告

担当：国際奉仕委員会

会 長 報 告

１０月２２日例会

国際奉仕について
RI2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

飛弾野会長

　2024-25 年度会長エレクト研修セミナー、地区
研修 ･ 協議会が 3 月２３日、24 日ロイトン札幌
で開催されました。例年の流れでは会長研修セ
ミナーと地区研修協議会は３月と 4 月に開催さ
れていましたが今年度はそれらが合わさって 2
日で開催されました。また資料などもほとんど
が QR コードで自身でダウンロードする形となり
色々な形での転換期となったような気がします。

ロータリーの
マジック

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ 累計 153.000 円

　本日は夜間例会で会員の出席も多いようで嬉
しい気持ちになっています。
　雪もちらほら降りだして、私は遠方へ行くこ
とが多いのでもうタイヤ交換を済ませました。
皆様もタイヤ交換は早めにしたほうが安全だと
思います。
　26 日に旭川ロータリークラブの創立 90 周年
式典がございます。我が深川ロータリークラブ
のスポンサークラブでもありますので、平瀬幹
事、伊東エレクトと 3 名で出席してまいります。

木村喜芳副会長　遅刻

新会員の山脇 康弘です。本日は山脇家の生い立
ちを皆様に知っていただきたいと思います。四国
の徳島県阿南市から屯田兵として江部乙町に入植
しました。21 年前、家系図を作るために父が四
国に当時の文献等を調べに行っております。明治
34 年 11 月 4 日に江部乙に入植しました。当時
は「まほう」という名前で、阿南市の文献を調べ
ると戦国時代、蜂須賀小六という武将がいました
が四国をまとめた時に阿南市で 17 万石の土地を
いただいております。その文献の中に「まほう」
名前が出てきましてもしかすると蜂須賀小六の子
孫ではないかと思いました。江部乙町でリンゴ園
をしていた時に私の祖父が生まれました。その後
祖父は第 2 次世界大戦で機械工として東京で終戦
を迎えました。その後深川に帰り山脇農機具を立
ち上げました。その後北海道ヰセキの常務となり
深川で釣具店も経営しており、65 歳で亡くなり
ました。そして父が生まれ私が生まれ祖父の釣具
店を引き継いでおりました。その後父は深川美装
へ行き昭和５３年 5 月に今の会社を立ち上げ創
業４６年目となっております。父が２年前に役員
を降りております。私が父から学んだことは「人
とのつながり」が大事だということです。これを
生かしながら活動をしていきたいと考えておりま
す。今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申
し上げます。

（火）

月  　日



■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 
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■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ
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■
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
作
ら
れ
方

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
、
重

油
な
ど
と
同
じ
く
原
油
や
、
天
然
ガ
ス
と
一
緒

に
取
り
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

原
油
は
数
百
万
年
以
上
前
に
死
ん
だ
動
物
や
植

物
が
地
中
に
う
も
れ
て
、
と
て
つ
も
な
い
長
い

年
月
を
か
け
て
分
解
さ
れ
て
出
来
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
原
油
は
地
中
や
海
底
深
く
に
眠
っ

て
い
て
、
そ
の
量
が
多
い
場
所
が
油
田
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

■
原
油
取
り
出
す
方
法

①
地
下
深
く
穴
を
掘
っ
て
、
原
油
や
天
然
ガ
ス

を
取
り
出
す
際
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
も
一
緒
に
取
り
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
原
油
か
ら
蒸
留
塔
と
呼
ば
れ
る
設
備
で
原
油

を
加
熱
し
て
、
温
度
の
違
い
で
さ
ま
ざ
ま
な
石

油
製
品
に
分
け
ら
れ
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
取
り
出
し

ま
す
。
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：
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油
、
潤
滑
油

■
輸
送
方
法

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
液
体
に
し
て
中
東
諸
国
や
ア
メ
リ

カ
な
ど
の
海
外
か
ら
２
０
日
以
上
も
か

け
て
タ
ン
カ
ー
で
運
ば
れ
て
日
本
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

輸
入
１
次
基
地
に
貯
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
か
ら
日
本
全
国
に
運
ば
れ
て
き
ま
す
。(

日

本
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
約
３
／
４
は

海
外
で
つ
く
ら
れ
て
輸
入
さ
れ
て
い
る)

国
内

で
も
６
％
ほ
ど
新
潟
、
秋
田
、
勇
払
の
国
内
で

生
産
が
あ
り
ま
す
。

■
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
性
質

リ
キ
フ
ァ
イ
ド
ペ
ト
ロ
リ
ュ
ウ
ム
ガ
ス(

液
化

石
油
ガ
ス)

略
称
で
常
温
・
常
圧
で
は
気
体

で
す
が
、
常
温
で
低
い
圧
力
を
か
け
る
事
に

よ
っ
て
容
易
に
液
化
し
や
す
く
液
体
に
す
る
と

体
積
は
液
体
時
の
１
／
２
５
０
と
な
る
の
で
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
容
器
に
入
れ
、
ど
こ
に
で
も
運
ぶ
こ
と

が
出
来
便
利
な
ガ
ス
に
な
り
ま
す
。
ガ
ス
の
比

重
が
空
気
よ
り
重
い
為
、
空
気
中
に
放
出
さ
れ

た
場
合
は
、
底
部
に
滞
留
し
ま
す
の
で
漏
洩
時

は
底
部
の
換
気
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
臭
い
に

な
り
ま
す
が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
本
来
無
色
無
臭
で

す
。
良
く
玉
ね
ぎ
の
腐
敗
し
た
匂
い
と
言
わ
れ

ま
す
け
ど
も
保
安
上
の
観
点
か
ら
漏
洩
に
感
知

で
き
る
よ
う
硫
黄
系
化
合
物
で
着
集
し
て
い
ま

す
。
着
臭
量
は
法
記
で
決
ま
っ
て
お
り
安
全
上

に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
ぐ
わ
し
く
な
い

臭
い
を
付
け
て
い
る
と
言
う
事
で
す
。

■
家
庭
燃
料
と
し
て
使
用

家
庭
燃
料
と
し
て
薪
や
炭
が
使
わ
れ
て
い
た
戦

後
１
９
５
３
年(

昭
和
２
８
年)

頃
か
ら
取
扱

い
が
容
易
で
熱
量
の
高
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
家
庭
に

普
及
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
は
質
量
販
売
が
主

で
し
た
。
１
９
７
２
年(

昭
和
４
７
年)

に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
体
積
販
売
と
制
度
化
に
な
り
、
メ
ー

タ
ー
が
付
き
そ
の
指
針
で
体
積
販
売
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
安
全
装
置
が
充

実
さ
れ
火
を
消
し
忘
れ
て
も
感
知
し
止
ま
る
よ

う
に
な
っ
て
ま
す
じ
通
信
機
器

と
セ
ッ
ト
で
集
中
セ
ン
タ
ー
に
通
報
が
入
り
お

客
様
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
な
設
備
に
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。

■
環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

現
在
、
世
界
規
模
で
低
炭
素
化
社
会
の
実
現
に

向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
始
め
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
度
有
効
利
用
や
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
拡
大
等
の
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
温
室
ガ
ス
を
削
減
す
る
に
は
、

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
利
用
す

る
事
が
必
要
で
す
。 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー(

石
油
、
石
炭
な
ど)

の
中
で
も
天
然

ガ
ス
と
共
に
Ｃ
０
２
排
出
量
が
少
な
く
燃
焼
時

の
排
出
ガ
ス
も
極
め
て
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
位
置
図
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ん
と
言
っ
て
も
強
靭
な
の
が
各
需
要
家
ご
と

に
供
給
し
て
い
る
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の

為
、
災
害
発
生
時
に
供
給
が
遮
断
さ
れ
た
場
合

で
も
家
屋
の
横
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
状
態
な
の
で
、
天
然
ガ
ス
や
電
力
よ
り

い
ち
早
く
復
旧
さ
せ
使
用
す
る
事
が
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
時
に

被
災
さ
れ
た
方
の
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
給

湯
、
煮
炊
き
に
加
え
暖
房
、
発
電
な
ど
を
行
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
迅
速
に
供
給
す
る
事

が
で
き
る
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
２
３
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
、
平
成
２
８
年
４
月
熊
本
地
震
、
平
成
３
０

年
胆
振
東
部
地
震
、
ま
だ
記
憶
も
生
々
し
い
今

年
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
近
年
は
地
震
以
外
で
も
世
界
的
な
気
象
異

常
が
報
道
さ
れ
る
中
、
台
風
、
洪
水
災
害
等
が

頻
発
し
て
、
日
本
を
縦
断
し
て
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
被
害
が
伝
え
ら
れ
、
災
害
対
応
の
備
え

の
重
要
性
は
日
々
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
家
備
蓄
。
民
間
備
蓄
合
わ
せ
９
０
日
分
の
備

蓄
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
い
か
に
確

保
す
る
の
か
と
い
う
災
害
課
題
の
中
で
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
一
つ
と
し
て「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
震
災
時
で
も
復
旧
が
早
い
と
い

う
特
徴
を
持
っ
て
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

で
「
最
後
の
砦
」
と
位
置
図
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

新会員卓話


